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紙面から 2・3面/ 平成31年度の主要な施策と予算/安全で快適な学校環境の整備/ 
みたか地域未来塾全市立小・中学校で実施 4面/ 教育委員会表彰 ほか

平成31年度 教育委員会の基本方針
教育委員会の行政の

基本目標

2月に開催された教育委員会定例会で、平成31年度基本方針を決定しました。 
⇨総務課☎内線3213 

「いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちづくり」
「創造性と豊かさをひろげる生涯学習・文化のまちづくり」

主要な施策と予算の概要は2面で紹介します

教育委員会は、「三鷹市教育ビジョン2022（第1次改定）」に基づき、「人間力」と
「社会力」を兼ね備えた子どもの育成を目指し学校教育を推進します。国の法改正
を生かし、「小中一貫型小学校・中学校」や「学園単位の学校運営協議会＝コミュニ
ティ・スクール委員会」として、より一体感のある学園運営や教育活動のさらなる

充実・発展を図ります。
また、「三鷹市生涯学習プラン2022（第1次改定）」に基づき、ライフスタイルや

ライフステージに応じて学ぶことができる生涯学習社会の構築に向けて、市長部
局との連携により、市民の「学びと活動の循環」を推進します。

「三鷹市教育ビジョン2022（第1次
改定）」、「三鷹市教育支援プラン2022
（第1次改定）」、「みたか子ども読書プラ
ン2022（第1次改定）」および「三鷹市
生涯学習プラン2022（第1次改定）」に
基づき、次に掲げる7つの施策目標を柱
に具体的な施策の推進に取り組みます。

教育委員会では、「人間力」と「社会力」を身に付けさせるために、主体的・対話的で
深い学びを通して、児童・生徒が自ら考え、判断し、表現する力を育んでいきます。

コミュニティ・スクールを
充実・発展させ、地域ととも
に子どもたちを育てる学校
をつくります。

子どもたちのために、既存の地域社会
の全ての力を結集し、それぞれの強みを
生かした協働を進め、地域をつなぐ、学
校を核としたコミュニティを創造します。

子どもたちが安全・安心な気持ち
で快適に過ごせ、効果的な学習がで
きる教育環境を整備します。

学園・学校経営を円滑かつ効果的に推進できる
よう、改善・充実を図り、教員のキャリア支援など
を通して、三鷹にふさわしい教員を養成・育成し、
子どもたちの学びをより一層豊かにしていきます。

多様な利用者の生涯学習活動を支え
る地域の情報拠点として、図書館機能の
充実と改善を図ります。

改訂した小・中一貫9年間のカリキュラム
を活用し、連続性と系統性のある学習を保
障し、子どもたちの義務教育9年間の学びと
15歳の姿に責任をもった教育を実現します。

生涯学習社会の構築に向けて、市長部
局との連携により、生涯学習を支援する
環境の整備と施策の充実を図り、市民
の「学びと活動の循環」を推進します。
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1 地域とともに、
協働する教育を
進めます

5 地域をつなぐ
拠点となる学校を
つくります

4 安全で快適な、
充実した教育環境を
整えます

2 小・中一貫した
質の高い学校教育を
推進します

6 市長部局との連携により、
生涯学習の総合的な
推進を図ります

3 学校の経営力と教員の
力量を高め、特色ある学園・
学校づくりを進めます

7 地域の情報拠点
としての図書館活動を
推進します

基礎的な素養を身に付け、自立した一人の人間として
考え判断し、豊かに力強く生きていくための総合的な力

社会とのかかわりをもち、社会の一員としての役割を
果たしつつ、適切な人間関係を結び、生きていく力

● 自分を愛し、他人を愛し、三鷹を愛する人
● 確かな学力と健康でたくましい心身を備え、自ら学び続ける人
●  規範意識を備え、社会の一員として自ら責任ある行動がとれる人
● 自分の考えをもち、他者と豊かなコミュニケーションがとれる人
● 国際的な視野とチャレンジする心をもち、積極的に社会や地域に貢献できる人

目指す子ども像●「人間力」

●「社会力」
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コ
ミ
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ク
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ル
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基
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と
し
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小
・
中
一
貫
教
育
」を
推
進
し
て
今

年
で
14
年
と
な
り
、
今
年
度
、
７
学
園
全
て
が
開

園
10
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
１
年
生
か

ら
９
年
生
ま
で
、
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９
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リ
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徒
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連
携
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お
り
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域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
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ら
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な
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ら
、

小
・
中
学
校
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先
生
方
が
９
年
間
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流
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を
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緒

に
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え
、
児
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・
生
徒
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て
て
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く
こ
と
が
学

園
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日
常
の
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
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っ
て
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り
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進
学
率

の
上
昇
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つ
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て
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だ
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じ
て
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私
も
そ
う
で
し
た
が
、
三
鷹
市
に
は
他
の
地
区

か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
保
護
者
の
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
へ
の
参
画
は
、
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が
子
の
学

校
生
活
を
知
る
場
と
し
て
、
ま
た
保
護
者
同
士
が

交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
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を
知
る
場
と
し
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大
切
な
情
報
の
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と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
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え
ま
す
。

学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
繋
が
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
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て
、
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も
た
ち
が
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来
地
域
に

戻
っ
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繋
げ
て
い
く
。
地
域
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
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ク
ー
ル
・
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ュ
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テ
ィ
と
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り
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三
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も
た
ち
の
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全
で
安
心
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て
学
べ
る
場
と
し
て
発

展
し
て
い
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て
ほ
し
い
と
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っ
て
お
り
ま
す
。
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教
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な
が
ら
コ
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ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
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て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
ど
う
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よ
ろ
し
く
お
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い
い
た
し
ま
す
。

三
鷹
の
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育
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ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル教育委員会　委員

畑
は た

谷
や

　貴
き
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子
こ

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
、
定
例
会
を
開
催

し
、
基
本
方
針
の
決
定
や
規
則
の
制
定
改
廃
な

ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
訪
問
を
実
施
し
、
学
校
経
営
・

授
業
な
ど
に
対
し
指
導
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、

学
校
保
護
者
と
の
懇
談
会
や
都
内
教
育
委
員
会

相
互
の
連
絡
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
学
校
の
状

況
や
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
会
議
の
開
催
予
定
や
会
議
録

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
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の
主
な
活
動

平
成
30
年
9
月
〜
平
成
31
年
3
月
の

主
な
審
議
案
件
と
活
動

9
月 

●
学
校
訪
問（
第
五
小
学
校
・
第
四
中
学
校
）

10
月 

○
三
鷹
市
大
沢
の
里
水
車
経
営
農
家
条
例
施
行

規
則
の
廃
止

○
三
鷹
市
い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会
委
員
の
委
嘱

●
学
校
訪
問（
第
五
中
学
校
・
第
七
中
学
校
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
管
外
視

察
研
修
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
第
4
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会

11
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書

●
連
雀
学
園
・
東
三
鷹
学
園
・
お
お
さ
わ
学
園

開
園
10
周
年
記
念
式
典

12
月 

●
学
校
訪
問（
東
台
小
学
校
）

●
第
2
回
総
合
教
育
会
議

1
月 

○
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
見
積
書

○
三
鷹
市
公
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規

則
の
一
部
改
正

●
学
校
訪
問（
第
一
小
学
校
）

●
教
育
委
員
会
と
市
立
小
・
中
学
校
の
保
護
者

代
表
と
の
教
育
に
関
す
る
懇
談
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
常
任
理

事
会
・
理
事
会
・
理
事
研
修
会

●
市
町
村
教
育
委
員
研
究
協
議
会

2
月 

○
平
成
31
年
度
基
本
方
針
の
承
認

○
三
鷹
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正

○
三
鷹
市
立
小
・
中
学
校
卒
業
式
及
び
入
学
式

に
使
用
す
る
告
辞
文（
協
議
）

○
校
長
人
事
の
内
申

○
副
校
長
人
事
の
内
申

○
学
園
長
及
び
副
学
園
長
の
指
名（
協
議
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
研
修
会

3
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書
に

係
る
臨
時
代
理
の
承
認

○
三
鷹
市
校
内
通
級
教
室
実
施
方
策
の
改
定

（
協
議
）

（
○
は
会
議
の
案
件
、●
は
会
議
以
外
の
活
動
）
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をつくります。

子どもたちのために、既存の地域社会
の全ての力を結集し、それぞれの強みを
生かした協働を進め、地域をつなぐ、学
校を核としたコミュニティを創造します。

子どもたちが安全・安心な気持ち
で快適に過ごせ、効果的な学習がで
きる教育環境を整備します。

学園・学校経営を円滑かつ効果的に推進できる
よう、改善・充実を図り、教員のキャリア支援など
を通して、三鷹にふさわしい教員を養成・育成し、
子どもたちの学びをより一層豊かにしていきます。

多様な利用者の生涯学習活動を支え
る地域の情報拠点として、図書館機能の
充実と改善を図ります。

改訂した小・中一貫9年間のカリキュラム
を活用し、連続性と系統性のある学習を保
障し、子どもたちの義務教育9年間の学びと
15歳の姿に責任をもった教育を実現します。

生涯学習社会の構築に向けて、市長部
局との連携により、生涯学習を支援する
環境の整備と施策の充実を図り、市民
の「学びと活動の循環」を推進します。

1 地域とともに、
協働する教育を
進めます

5 地域をつなぐ
拠点となる学校を
つくります

4 安全で快適な、
充実した教育環境を
整えます

2 小・中一貫した
質の高い学校教育を
推進します

6 市長部局との連携により、
生涯学習の総合的な
推進を図ります

3 学校の経営力と教員の
力量を高め、特色ある学園・
学校づくりを進めます

7 地域の情報拠点
としての図書館活動を
推進します

基礎的な素養を身に付け、自立した一人の人間として
考え判断し、豊かに力強く生きていくための総合的な力

社会とのかかわりをもち、社会の一員としての役割を
果たしつつ、適切な人間関係を結び、生きていく力

● 自分を愛し、他人を愛し、三鷹を愛する人
● 確かな学力と健康でたくましい心身を備え、自ら学び続ける人
●  規範意識を備え、社会の一員として自ら責任ある行動がとれる人
● 自分の考えをもち、他者と豊かなコミュニケーションがとれる人
● 国際的な視野とチャレンジする心をもち、積極的に社会や地域に貢献できる人

目指す子ども像●「人間力」

●「社会力」

三
鷹
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

基
盤
と
し
た「
小
・
中
一
貫
教
育
」を
推
進
し
て
今

年
で
14
年
と
な
り
、
今
年
度
、
７
学
園
全
て
が
開

園
10
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
１
年
生
か

ら
９
年
生
ま
で
、
学
園
生
と
し
て
９
年
間
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
に
小
・
中
一
貫
教
育
が
実
践
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成
長
を
図
る
様
々
な

取
り
組
み
が
充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

学
園
内
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
間
の
繋
が
り
が
生

ま
れ
、
学
園
内
の
先
生
方
同
士
の
連
携
も
強
く

な
っ
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

小
・
中
学
校
の
先
生
方
が
９
年
間
の
流
れ
を
一
緒

に
考
え
、
児
童
・
生
徒
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
学

園
の
日
常
の
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

の
減
少
に
つ
な
が
り
、
地
元
中
学
校
へ
の
進
学
率

の
上
昇
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

私
も
そ
う
で
し
た
が
、
三
鷹
市
に
は
他
の
地
区

か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
保
護
者
の
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
へ
の
参
画
は
、
我
が
子
の
学

校
生
活
を
知
る
場
と
し
て
、
ま
た
保
護
者
同
士
が

交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
を
知
る
場
と
し
て
大
切
な
情
報
の
場
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
繋
が
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
育
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
地
域
に

戻
っ
て
繋
げ
て
い
く
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ス

ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
り
、
三
鷹
の
子
ど

も
た
ち
の
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
場
と
し
て
発

展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
教
育
委
員
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
鷹
の
教
育
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル教育委員会　委員

畑
は た

谷
や

　貴
き

美
み

子
こ

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
、
定
例
会
を
開
催

し
、
基
本
方
針
の
決
定
や
規
則
の
制
定
改
廃
な

ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
訪
問
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実
施
し
、
学
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経
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業
な
ど
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対
し
指
導
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助
言
を
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う
ほ
か
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学
校
保
護
者
と
の
懇
談
会
や
都
内
教
育
委
員
会

相
互
の
連
絡
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
学
校
の
状

況
や
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
会
議
の
開
催
予
定
や
会
議
録

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
主
な
活
動

平
成
30
年
9
月
〜
平
成
31
年
3
月
の

主
な
審
議
案
件
と
活
動

9
月 

●
学
校
訪
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第
五
小
学
校
・
第
四
中
学
校
）
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三
鷹
市
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里
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車
経
営
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条
例
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行
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則
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○
三
鷹
市
い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会
委
員
の
委
嘱

●
学
校
訪
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第
五
中
学
校
・
第
七
中
学
校
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
管
外
視

察
研
修
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
第
4
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会

11
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書

●
連
雀
学
園
・
東
三
鷹
学
園
・
お
お
さ
わ
学
園

開
園
10
周
年
記
念
式
典

12
月 

●
学
校
訪
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東
台
小
学
校
）

●
第
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回
総
合
教
育
会
議

1
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○
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31
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般
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計
予
算
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書

○
三
鷹
市
公
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規

則
の
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部
改
正

●
学
校
訪
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第
一
小
学
校
）

●
教
育
委
員
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と
市
立
小
・
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学
校
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保
護
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代
表
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教
育
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す
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懇
談
会

●
東
京
都
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町
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教
育
委
員
会
連
合
会
常
任
理

事
会
・
理
事
会
・
理
事
研
修
会

●
市
町
村
教
育
委
員
研
究
協
議
会

2
月 

○
平
成
31
年
度
基
本
方
針
の
承
認

○
三
鷹
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正

○
三
鷹
市
立
小
・
中
学
校
卒
業
式
及
び
入
学
式

に
使
用
す
る
告
辞
文（
協
議
）

○
校
長
人
事
の
内
申

○
副
校
長
人
事
の
内
申

○
学
園
長
及
び
副
学
園
長
の
指
名（
協
議
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
研
修
会

3
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○
平
成
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年
度
一
般
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補
正
予
算
見
積
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係
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臨
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代
理
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承
認

○
三
鷹
市
校
内
通
級
教
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実
施
方
策
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改
定

（
協
議
）

（
○
は
会
議
の
案
件
、●
は
会
議
以
外
の
活
動
）
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「創造性と豊かさをひろげる生涯学習・文化のまちづくり」
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を生かし、「小中一貫型小学校・中学校」や「学園単位の学校運営協議会＝コミュニ
ティ・スクール委員会」として、より一体感のある学園運営や教育活動のさらなる

充実・発展を図ります。
また、「三鷹市生涯学習プラン2022（第1次改定）」に基づき、ライフスタイルや
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教育委員会では、「人間力」と「社会力」を身に付けさせるために、主体的・対話的で
深い学びを通して、児童・生徒が自ら考え、判断し、表現する力を育んでいきます。

コミュニティ・スクールを
充実・発展させ、地域ととも
に子どもたちを育てる学校
をつくります。

子どもたちのために、既存の地域社会
の全ての力を結集し、それぞれの強みを
生かした協働を進め、地域をつなぐ、学
校を核としたコミュニティを創造します。

子どもたちが安全・安心な気持ち
で快適に過ごせ、効果的な学習がで
きる教育環境を整備します。

学園・学校経営を円滑かつ効果的に推進できる
よう、改善・充実を図り、教員のキャリア支援など
を通して、三鷹にふさわしい教員を養成・育成し、
子どもたちの学びをより一層豊かにしていきます。

多様な利用者の生涯学習活動を支え
る地域の情報拠点として、図書館機能の
充実と改善を図ります。

改訂した小・中一貫9年間のカリキュラム
を活用し、連続性と系統性のある学習を保
障し、子どもたちの義務教育9年間の学びと
15歳の姿に責任をもった教育を実現します。

生涯学習社会の構築に向けて、市長部
局との連携により、生涯学習を支援する
環境の整備と施策の充実を図り、市民
の「学びと活動の循環」を推進します。
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協働する教育を
進めます
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3 学校の経営力と教員の
力量を高め、特色ある学園・
学校づくりを進めます

7 地域の情報拠点
としての図書館活動を
推進します

基礎的な素養を身に付け、自立した一人の人間として
考え判断し、豊かに力強く生きていくための総合的な力

社会とのかかわりをもち、社会の一員としての役割を
果たしつつ、適切な人間関係を結び、生きていく力

● 自分を愛し、他人を愛し、三鷹を愛する人
● 確かな学力と健康でたくましい心身を備え、自ら学び続ける人
●  規範意識を備え、社会の一員として自ら責任ある行動がとれる人
● 自分の考えをもち、他者と豊かなコミュニケーションがとれる人
● 国際的な視野とチャレンジする心をもち、積極的に社会や地域に貢献できる人
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の
教
育
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル教育委員会　委員

畑
は た

谷
や

　貴
き

美
み

子
こ

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
、
定
例
会
を
開
催

し
、
基
本
方
針
の
決
定
や
規
則
の
制
定
改
廃
な

ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
訪
問
を
実
施
し
、
学
校
経
営
・

授
業
な
ど
に
対
し
指
導
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、

学
校
保
護
者
と
の
懇
談
会
や
都
内
教
育
委
員
会

相
互
の
連
絡
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
学
校
の
状

況
や
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
会
議
の
開
催
予
定
や
会
議
録

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
主
な
活
動

平
成
30
年
9
月
〜
平
成
31
年
3
月
の

主
な
審
議
案
件
と
活
動

9
月 

●
学
校
訪
問（
第
五
小
学
校
・
第
四
中
学
校
）

10
月 

○
三
鷹
市
大
沢
の
里
水
車
経
営
農
家
条
例
施
行

規
則
の
廃
止

○
三
鷹
市
い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会
委
員
の
委
嘱

●
学
校
訪
問（
第
五
中
学
校
・
第
七
中
学
校
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
管
外
視

察
研
修
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
第
4
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会

11
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書

●
連
雀
学
園
・
東
三
鷹
学
園
・
お
お
さ
わ
学
園

開
園
10
周
年
記
念
式
典

12
月 

●
学
校
訪
問（
東
台
小
学
校
）

●
第
2
回
総
合
教
育
会
議

1
月 

○
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
見
積
書

○
三
鷹
市
公
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規

則
の
一
部
改
正

●
学
校
訪
問（
第
一
小
学
校
）

●
教
育
委
員
会
と
市
立
小
・
中
学
校
の
保
護
者

代
表
と
の
教
育
に
関
す
る
懇
談
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
常
任
理

事
会
・
理
事
会
・
理
事
研
修
会

●
市
町
村
教
育
委
員
研
究
協
議
会

2
月 

○
平
成
31
年
度
基
本
方
針
の
承
認

○
三
鷹
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正

○
三
鷹
市
立
小
・
中
学
校
卒
業
式
及
び
入
学
式

に
使
用
す
る
告
辞
文（
協
議
）

○
校
長
人
事
の
内
申

○
副
校
長
人
事
の
内
申

○
学
園
長
及
び
副
学
園
長
の
指
名（
協
議
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
研
修
会

3
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書
に

係
る
臨
時
代
理
の
承
認

○
三
鷹
市
校
内
通
級
教
室
実
施
方
策
の
改
定

（
協
議
）

（
○
は
会
議
の
案
件
、●
は
会
議
以
外
の
活
動
）

　⇩
総
務
課
☎
内
線
3
2
1
3

安全で快適な、
充実した教育環境を
整えます

三鷹市教育委員会　☎0422-45-1151
総務課（3213）・学務課（3233）・指導課（3242）・図書館 0422-43-9151  （　）内は内線番号

編集・発行　三鷹市教育委員会　東京都三鷹市新川 6-35-28（教育センター暫定施設）

平成 31 年  2019.4.21

紙面から 2・3面/平成31年度の主要な施策と予算/安全で快適な学校環境の整備/ 
みたか地域未来塾全市立小・中学校で実施 4面/教育委員会表彰 ほか

平成31年度 教育委員会の基本方針
教育委員会の行政の

基本目標

2月に開催された教育委員会定例会で、平成31年度基本方針を決定しました。 
⇨総務課☎内線3213 

「いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちづくり」
「創造性と豊かさをひろげる生涯学習・文化のまちづくり」

主要な施策と予算の概要は2面で紹介します

教育委員会は、「三鷹市教育ビジョン2022（第1次改定）」に基づき、「人間力」と
「社会力」を兼ね備えた子どもの育成を目指し学校教育を推進します。国の法改正
を生かし、「小中一貫型小学校・中学校」や「学園単位の学校運営協議会＝コミュニ
ティ・スクール委員会」として、より一体感のある学園運営や教育活動のさらなる

充実・発展を図ります。
また、「三鷹市生涯学習プラン2022（第1次改定）」に基づき、ライフスタイルや

ライフステージに応じて学ぶことができる生涯学習社会の構築に向けて、市長部
局との連携により、市民の「学びと活動の循環」を推進します。

「三鷹市教育ビジョン2022（第1次
改定）」、「三鷹市教育支援プラン2022
（第1次改定）」、「みたか子ども読書プラ
ン2022（第1次改定）」および「三鷹市
生涯学習プラン2022（第1次改定）」に
基づき、次に掲げる7つの施策目標を柱
に具体的な施策の推進に取り組みます。

教育委員会では、「人間力」と「社会力」を身に付けさせるために、主体的・対話的で
深い学びを通して、児童・生徒が自ら考え、判断し、表現する力を育んでいきます。

コミュニティ・スクールを
充実・発展させ、地域ととも
に子どもたちを育てる学校
をつくります。

子どもたちのために、既存の地域社会
の全ての力を結集し、それぞれの強みを
生かした協働を進め、地域をつなぐ、学
校を核としたコミュニティを創造します。

子どもたちが安全・安心な気持ち
で快適に過ごせ、効果的な学習がで
きる教育環境を整備します。

学園・学校経営を円滑かつ効果的に推進できる
よう、改善・充実を図り、教員のキャリア支援など
を通して、三鷹にふさわしい教員を養成・育成し、
子どもたちの学びをより一層豊かにしていきます。

多様な利用者の生涯学習活動を支え
る地域の情報拠点として、図書館機能の
充実と改善を図ります。

改訂した小・中一貫9年間のカリキュラム
を活用し、連続性と系統性のある学習を保
障し、子どもたちの義務教育9年間の学びと
15歳の姿に責任をもった教育を実現します。

生涯学習社会の構築に向けて、市長部
局との連携により、生涯学習を支援する
環境の整備と施策の充実を図り、市民
の「学びと活動の循環」を推進します。

1 地域とともに、
協働する教育を
進めます

5 地域をつなぐ
拠点となる学校を
つくります

4 安全で快適な、
充実した教育環境を
整えます

2 小・中一貫した
質の高い学校教育を
推進します

6 市長部局との連携により、
生涯学習の総合的な
推進を図ります

3 学校の経営力と教員の
力量を高め、特色ある学園・
学校づくりを進めます

7 地域の情報拠点
としての図書館活動を
推進します

基礎的な素養を身に付け、自立した一人の人間として
考え判断し、豊かに力強く生きていくための総合的な力

社会とのかかわりをもち、社会の一員としての役割を
果たしつつ、適切な人間関係を結び、生きていく力

● 自分を愛し、他人を愛し、三鷹を愛する人
● 確かな学力と健康でたくましい心身を備え、自ら学び続ける人
●  規範意識を備え、社会の一員として自ら責任ある行動がとれる人
● 自分の考えをもち、他者と豊かなコミュニケーションがとれる人
● 国際的な視野とチャレンジする心をもち、積極的に社会や地域に貢献できる人

目指す子ども像●「人間力」

●「社会力」

三
鷹
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

基
盤
と
し
た「
小
・
中
一
貫
教
育
」を
推
進
し
て
今

年
で
14
年
と
な
り
、
今
年
度
、
７
学
園
全
て
が
開

園
10
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
１
年
生
か

ら
９
年
生
ま
で
、
学
園
生
と
し
て
９
年
間
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
に
小
・
中
一
貫
教
育
が
実
践
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成
長
を
図
る
様
々
な

取
り
組
み
が
充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

学
園
内
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
間
の
繋
が
り
が
生

ま
れ
、
学
園
内
の
先
生
方
同
士
の
連
携
も
強
く

な
っ
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

小
・
中
学
校
の
先
生
方
が
９
年
間
の
流
れ
を
一
緒

に
考
え
、
児
童
・
生
徒
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
学

園
の
日
常
の
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

の
減
少
に
つ
な
が
り
、
地
元
中
学
校
へ
の
進
学
率

の
上
昇
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

私
も
そ
う
で
し
た
が
、
三
鷹
市
に
は
他
の
地
区

か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
保
護
者
の
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
へ
の
参
画
は
、
我
が
子
の
学

校
生
活
を
知
る
場
と
し
て
、
ま
た
保
護
者
同
士
が

交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
を
知
る
場
と
し
て
大
切
な
情
報
の
場
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
繋
が
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
育
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
地
域
に

戻
っ
て
繋
げ
て
い
く
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ス

ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
り
、
三
鷹
の
子
ど

も
た
ち
の
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
場
と
し
て
発

展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
教
育
委
員
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
鷹
の
教
育
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル教育委員会　委員

畑
は た

谷
や

　貴
き

美
み

子
こ

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
、
定
例
会
を
開
催

し
、
基
本
方
針
の
決
定
や
規
則
の
制
定
改
廃
な

ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
訪
問
を
実
施
し
、
学
校
経
営
・

授
業
な
ど
に
対
し
指
導
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、

学
校
保
護
者
と
の
懇
談
会
や
都
内
教
育
委
員
会

相
互
の
連
絡
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
学
校
の
状

況
や
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
会
議
の
開
催
予
定
や
会
議
録

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
主
な
活
動

平
成
30
年
9
月
〜
平
成
31
年
3
月
の

主
な
審
議
案
件
と
活
動

9
月 

●
学
校
訪
問（
第
五
小
学
校
・
第
四
中
学
校
）

10
月 

○
三
鷹
市
大
沢
の
里
水
車
経
営
農
家
条
例
施
行

規
則
の
廃
止

○
三
鷹
市
い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会
委
員
の
委
嘱

●
学
校
訪
問（
第
五
中
学
校
・
第
七
中
学
校
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
管
外
視

察
研
修
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
第
4
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会

11
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書

●
連
雀
学
園
・
東
三
鷹
学
園
・
お
お
さ
わ
学
園

開
園
10
周
年
記
念
式
典

12
月 

●
学
校
訪
問（
東
台
小
学
校
）

●
第
2
回
総
合
教
育
会
議

1
月 

○
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
見
積
書

○
三
鷹
市
公
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規

則
の
一
部
改
正

●
学
校
訪
問（
第
一
小
学
校
）

●
教
育
委
員
会
と
市
立
小
・
中
学
校
の
保
護
者

代
表
と
の
教
育
に
関
す
る
懇
談
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
常
任
理

事
会
・
理
事
会
・
理
事
研
修
会

●
市
町
村
教
育
委
員
研
究
協
議
会

2
月 

○
平
成
31
年
度
基
本
方
針
の
承
認

○
三
鷹
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正

○
三
鷹
市
立
小
・
中
学
校
卒
業
式
及
び
入
学
式

に
使
用
す
る
告
辞
文（
協
議
）

○
校
長
人
事
の
内
申

○
副
校
長
人
事
の
内
申

○
学
園
長
及
び
副
学
園
長
の
指
名（
協
議
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
研
修
会

3
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書
に

係
る
臨
時
代
理
の
承
認

○
三
鷹
市
校
内
通
級
教
室
実
施
方
策
の
改
定

（
協
議
）

（
○
は
会
議
の
案
件
、●
は
会
議
以
外
の
活
動
）
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小・中一貫した
質の高い学校教育を
推進します

三鷹市教育委員会　☎0422-45-1151
総務課（3213）・学務課（3233）・指導課（3242）・図書館 0422-43-9151  （　）内は内線番号

編集・発行　三鷹市教育委員会　東京都三鷹市新川 6-35-28（教育センター暫定施設）

平成 31 年  2019.4.21

紙面から 2・3面/平成31年度の主要な施策と予算/安全で快適な学校環境の整備/ 
みたか地域未来塾全市立小・中学校で実施 4面/教育委員会表彰 ほか

平成31年度 教育委員会の基本方針
教育委員会の行政の

基本目標

2月に開催された教育委員会定例会で、平成31年度基本方針を決定しました。 
⇨総務課☎内線3213 

「いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちづくり」
「創造性と豊かさをひろげる生涯学習・文化のまちづくり」

主要な施策と予算の概要は2面で紹介します

教育委員会は、「三鷹市教育ビジョン2022（第1次改定）」に基づき、「人間力」と
「社会力」を兼ね備えた子どもの育成を目指し学校教育を推進します。国の法改正
を生かし、「小中一貫型小学校・中学校」や「学園単位の学校運営協議会＝コミュニ
ティ・スクール委員会」として、より一体感のある学園運営や教育活動のさらなる

充実・発展を図ります。
また、「三鷹市生涯学習プラン2022（第1次改定）」に基づき、ライフスタイルや

ライフステージに応じて学ぶことができる生涯学習社会の構築に向けて、市長部
局との連携により、市民の「学びと活動の循環」を推進します。

「三鷹市教育ビジョン2022（第1次
改定）」、「三鷹市教育支援プラン2022
（第1次改定）」、「みたか子ども読書プラ
ン2022（第1次改定）」および「三鷹市
生涯学習プラン2022（第1次改定）」に
基づき、次に掲げる7つの施策目標を柱
に具体的な施策の推進に取り組みます。

教育委員会では、「人間力」と「社会力」を身に付けさせるために、主体的・対話的で
深い学びを通して、児童・生徒が自ら考え、判断し、表現する力を育んでいきます。

コミュニティ・スクールを
充実・発展させ、地域ととも
に子どもたちを育てる学校
をつくります。

子どもたちのために、既存の地域社会
の全ての力を結集し、それぞれの強みを
生かした協働を進め、地域をつなぐ、学
校を核としたコミュニティを創造します。

子どもたちが安全・安心な気持ち
で快適に過ごせ、効果的な学習がで
きる教育環境を整備します。

学園・学校経営を円滑かつ効果的に推進できる
よう、改善・充実を図り、教員のキャリア支援など
を通して、三鷹にふさわしい教員を養成・育成し、
子どもたちの学びをより一層豊かにしていきます。

多様な利用者の生涯学習活動を支え
る地域の情報拠点として、図書館機能の
充実と改善を図ります。

改訂した小・中一貫9年間のカリキュラム
を活用し、連続性と系統性のある学習を保
障し、子どもたちの義務教育9年間の学びと
15歳の姿に責任をもった教育を実現します。

生涯学習社会の構築に向けて、市長部
局との連携により、生涯学習を支援する
環境の整備と施策の充実を図り、市民
の「学びと活動の循環」を推進します。

1 地域とともに、
協働する教育を
進めます

5 地域をつなぐ
拠点となる学校を
つくります

4 安全で快適な、
充実した教育環境を
整えます

2 小・中一貫した
質の高い学校教育を
推進します

6 市長部局との連携により、
生涯学習の総合的な
推進を図ります

3 学校の経営力と教員の
力量を高め、特色ある学園・
学校づくりを進めます

7 地域の情報拠点
としての図書館活動を
推進します

基礎的な素養を身に付け、自立した一人の人間として
考え判断し、豊かに力強く生きていくための総合的な力

社会とのかかわりをもち、社会の一員としての役割を
果たしつつ、適切な人間関係を結び、生きていく力

● 自分を愛し、他人を愛し、三鷹を愛する人
● 確かな学力と健康でたくましい心身を備え、自ら学び続ける人
●  規範意識を備え、社会の一員として自ら責任ある行動がとれる人
● 自分の考えをもち、他者と豊かなコミュニケーションがとれる人
● 国際的な視野とチャレンジする心をもち、積極的に社会や地域に貢献できる人

目指す子ども像●「人間力」

●「社会力」

三
鷹
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

基
盤
と
し
た「
小
・
中
一
貫
教
育
」を
推
進
し
て
今

年
で
14
年
と
な
り
、
今
年
度
、
７
学
園
全
て
が
開

園
10
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
１
年
生
か

ら
９
年
生
ま
で
、
学
園
生
と
し
て
９
年
間
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
に
小
・
中
一
貫
教
育
が
実
践
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成
長
を
図
る
様
々
な

取
り
組
み
が
充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

学
園
内
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
間
の
繋
が
り
が
生

ま
れ
、
学
園
内
の
先
生
方
同
士
の
連
携
も
強
く

な
っ
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

小
・
中
学
校
の
先
生
方
が
９
年
間
の
流
れ
を
一
緒

に
考
え
、
児
童
・
生
徒
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
学

園
の
日
常
の
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

の
減
少
に
つ
な
が
り
、
地
元
中
学
校
へ
の
進
学
率

の
上
昇
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

私
も
そ
う
で
し
た
が
、
三
鷹
市
に
は
他
の
地
区

か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
保
護
者
の
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
へ
の
参
画
は
、
我
が
子
の
学

校
生
活
を
知
る
場
と
し
て
、
ま
た
保
護
者
同
士
が

交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
を
知
る
場
と
し
て
大
切
な
情
報
の
場
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
繋
が
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
育
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
地
域
に

戻
っ
て
繋
げ
て
い
く
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ス

ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
り
、
三
鷹
の
子
ど

も
た
ち
の
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
場
と
し
て
発

展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
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教
育
委
員
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、
微
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な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
鷹
の
教
育
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル教育委員会　委員

畑
は た

谷
や

　貴
き

美
み

子
こ

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
、
定
例
会
を
開
催

し
、
基
本
方
針
の
決
定
や
規
則
の
制
定
改
廃
な

ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
訪
問
を
実
施
し
、
学
校
経
営
・

授
業
な
ど
に
対
し
指
導
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、

学
校
保
護
者
と
の
懇
談
会
や
都
内
教
育
委
員
会

相
互
の
連
絡
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
学
校
の
状

況
や
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
会
議
の
開
催
予
定
や
会
議
録

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
主
な
活
動

平
成
30
年
9
月
〜
平
成
31
年
3
月
の

主
な
審
議
案
件
と
活
動

9
月 

●
学
校
訪
問（
第
五
小
学
校
・
第
四
中
学
校
）

10
月 

○
三
鷹
市
大
沢
の
里
水
車
経
営
農
家
条
例
施
行

規
則
の
廃
止

○
三
鷹
市
い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会
委
員
の
委
嘱

●
学
校
訪
問（
第
五
中
学
校
・
第
七
中
学
校
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
管
外
視

察
研
修
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
第
4
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会

11
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書

●
連
雀
学
園
・
東
三
鷹
学
園
・
お
お
さ
わ
学
園

開
園
10
周
年
記
念
式
典

12
月 

●
学
校
訪
問（
東
台
小
学
校
）

●
第
2
回
総
合
教
育
会
議

1
月 

○
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
見
積
書

○
三
鷹
市
公
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規

則
の
一
部
改
正

●
学
校
訪
問（
第
一
小
学
校
）

●
教
育
委
員
会
と
市
立
小
・
中
学
校
の
保
護
者

代
表
と
の
教
育
に
関
す
る
懇
談
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
常
任
理

事
会
・
理
事
会
・
理
事
研
修
会

●
市
町
村
教
育
委
員
研
究
協
議
会

2
月 

○
平
成
31
年
度
基
本
方
針
の
承
認

○
三
鷹
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正

○
三
鷹
市
立
小
・
中
学
校
卒
業
式
及
び
入
学
式

に
使
用
す
る
告
辞
文（
協
議
）

○
校
長
人
事
の
内
申

○
副
校
長
人
事
の
内
申

○
学
園
長
及
び
副
学
園
長
の
指
名（
協
議
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
研
修
会

3
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書
に

係
る
臨
時
代
理
の
承
認

○
三
鷹
市
校
内
通
級
教
室
実
施
方
策
の
改
定

（
協
議
）

（
○
は
会
議
の
案
件
、●
は
会
議
以
外
の
活
動
）
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市長部局との連携により、
生涯学習の総合的な
推進を図ります
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紙面から 2・3面/平成31年度の主要な施策と予算/安全で快適な学校環境の整備/ 
みたか地域未来塾全市立小・中学校で実施 4面/教育委員会表彰 ほか

平成31年度 教育委員会の基本方針
教育委員会の行政の

基本目標

2月に開催された教育委員会定例会で、平成31年度基本方針を決定しました。 
⇨総務課☎内線3213 

「いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちづくり」
「創造性と豊かさをひろげる生涯学習・文化のまちづくり」

主要な施策と予算の概要は2面で紹介します

教育委員会は、「三鷹市教育ビジョン2022（第1次改定）」に基づき、「人間力」と
「社会力」を兼ね備えた子どもの育成を目指し学校教育を推進します。国の法改正
を生かし、「小中一貫型小学校・中学校」や「学園単位の学校運営協議会＝コミュニ
ティ・スクール委員会」として、より一体感のある学園運営や教育活動のさらなる

充実・発展を図ります。
また、「三鷹市生涯学習プラン2022（第1次改定）」に基づき、ライフスタイルや

ライフステージに応じて学ぶことができる生涯学習社会の構築に向けて、市長部
局との連携により、市民の「学びと活動の循環」を推進します。
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基づき、次に掲げる7つの施策目標を柱
に具体的な施策の推進に取り組みます。

教育委員会では、「人間力」と「社会力」を身に付けさせるために、主体的・対話的で
深い学びを通して、児童・生徒が自ら考え、判断し、表現する力を育んでいきます。

コミュニティ・スクールを
充実・発展させ、地域ととも
に子どもたちを育てる学校
をつくります。

子どもたちのために、既存の地域社会
の全ての力を結集し、それぞれの強みを
生かした協働を進め、地域をつなぐ、学
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多様な利用者の生涯学習活動を支え
る地域の情報拠点として、図書館機能の
充実と改善を図ります。
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を活用し、連続性と系統性のある学習を保
障し、子どもたちの義務教育9年間の学びと
15歳の姿に責任をもった教育を実現します。
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局との連携により、生涯学習を支援する
環境の整備と施策の充実を図り、市民
の「学びと活動の循環」を推進します。
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基礎的な素養を身に付け、自立した一人の人間として
考え判断し、豊かに力強く生きていくための総合的な力

社会とのかかわりをもち、社会の一員としての役割を
果たしつつ、適切な人間関係を結び、生きていく力

● 自分を愛し、他人を愛し、三鷹を愛する人
● 確かな学力と健康でたくましい心身を備え、自ら学び続ける人
●  規範意識を備え、社会の一員として自ら責任ある行動がとれる人
● 自分の考えをもち、他者と豊かなコミュニケーションがとれる人
● 国際的な視野とチャレンジする心をもち、積極的に社会や地域に貢献できる人
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士
が

交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
を
知
る
場
と
し
て
大
切
な
情
報
の
場
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
繋
が
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
育
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
地
域
に

戻
っ
て
繋
げ
て
い
く
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ス

ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
り
、
三
鷹
の
子
ど

も
た
ち
の
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
場
と
し
て
発

展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
教
育
委
員
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
鷹
の
教
育
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル教育委員会　委員

畑
は た

谷
や

　貴
き

美
み

子
こ

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
、
定
例
会
を
開
催

し
、
基
本
方
針
の
決
定
や
規
則
の
制
定
改
廃
な

ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
訪
問
を
実
施
し
、
学
校
経
営
・

授
業
な
ど
に
対
し
指
導
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、

学
校
保
護
者
と
の
懇
談
会
や
都
内
教
育
委
員
会

相
互
の
連
絡
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
学
校
の
状

況
や
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
会
議
の
開
催
予
定
や
会
議
録

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
主
な
活
動

平
成
30
年
9
月
〜
平
成
31
年
3
月
の

主
な
審
議
案
件
と
活
動

9
月 

●
学
校
訪
問（
第
五
小
学
校
・
第
四
中
学
校
）

10
月 

○
三
鷹
市
大
沢
の
里
水
車
経
営
農
家
条
例
施
行

規
則
の
廃
止

○
三
鷹
市
い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会
委
員
の
委
嘱

●
学
校
訪
問（
第
五
中
学
校
・
第
七
中
学
校
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
管
外
視

察
研
修
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
第
4
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会

11
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書

●
連
雀
学
園
・
東
三
鷹
学
園
・
お
お
さ
わ
学
園

開
園
10
周
年
記
念
式
典

12
月 

●
学
校
訪
問（
東
台
小
学
校
）

●
第
2
回
総
合
教
育
会
議

1
月 

○
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
見
積
書

○
三
鷹
市
公
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規

則
の
一
部
改
正

●
学
校
訪
問（
第
一
小
学
校
）

●
教
育
委
員
会
と
市
立
小
・
中
学
校
の
保
護
者

代
表
と
の
教
育
に
関
す
る
懇
談
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
常
任
理

事
会
・
理
事
会
・
理
事
研
修
会

●
市
町
村
教
育
委
員
研
究
協
議
会

2
月 

○
平
成
31
年
度
基
本
方
針
の
承
認

○
三
鷹
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正

○
三
鷹
市
立
小
・
中
学
校
卒
業
式
及
び
入
学
式

に
使
用
す
る
告
辞
文（
協
議
）

○
校
長
人
事
の
内
申

○
副
校
長
人
事
の
内
申

○
学
園
長
及
び
副
学
園
長
の
指
名（
協
議
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
研
修
会

3
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書
に

係
る
臨
時
代
理
の
承
認

○
三
鷹
市
校
内
通
級
教
室
実
施
方
策
の
改
定

（
協
議
）

（
○
は
会
議
の
案
件
、●
は
会
議
以
外
の
活
動
）
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学校の経営力と教員の
力量を高め、特色ある学園・
学校づくりを進めます

三鷹市教育委員会　☎0422-45-1151
総務課（3213）・学務課（3233）・指導課（3242）・図書館 0422-43-9151  （　）内は内線番号

編集・発行　三鷹市教育委員会　東京都三鷹市新川 6-35-28（教育センター暫定施設）

平成 31 年  2019.4.21

紙面から 2・3面/平成31年度の主要な施策と予算/安全で快適な学校環境の整備/ 
みたか地域未来塾全市立小・中学校で実施 4面/教育委員会表彰 ほか

平成31年度 教育委員会の基本方針
教育委員会の行政の

基本目標

2月に開催された教育委員会定例会で、平成31年度基本方針を決定しました。 
⇨総務課☎内線3213 

「いきいきと子どもが輝く教育・子育て支援のまちづくり」
「創造性と豊かさをひろげる生涯学習・文化のまちづくり」

主要な施策と予算の概要は2面で紹介します

教育委員会は、「三鷹市教育ビジョン2022（第1次改定）」に基づき、「人間力」と
「社会力」を兼ね備えた子どもの育成を目指し学校教育を推進します。国の法改正
を生かし、「小中一貫型小学校・中学校」や「学園単位の学校運営協議会＝コミュニ
ティ・スクール委員会」として、より一体感のある学園運営や教育活動のさらなる

充実・発展を図ります。
また、「三鷹市生涯学習プラン2022（第1次改定）」に基づき、ライフスタイルや

ライフステージに応じて学ぶことができる生涯学習社会の構築に向けて、市長部
局との連携により、市民の「学びと活動の循環」を推進します。

「三鷹市教育ビジョン2022（第1次
改定）」、「三鷹市教育支援プラン2022
（第1次改定）」、「みたか子ども読書プラ
ン2022（第1次改定）」および「三鷹市
生涯学習プラン2022（第1次改定）」に
基づき、次に掲げる7つの施策目標を柱
に具体的な施策の推進に取り組みます。

教育委員会では、「人間力」と「社会力」を身に付けさせるために、主体的・対話的で
深い学びを通して、児童・生徒が自ら考え、判断し、表現する力を育んでいきます。

コミュニティ・スクールを
充実・発展させ、地域ととも
に子どもたちを育てる学校
をつくります。

子どもたちのために、既存の地域社会
の全ての力を結集し、それぞれの強みを
生かした協働を進め、地域をつなぐ、学
校を核としたコミュニティを創造します。

子どもたちが安全・安心な気持ち
で快適に過ごせ、効果的な学習がで
きる教育環境を整備します。

学園・学校経営を円滑かつ効果的に推進できる
よう、改善・充実を図り、教員のキャリア支援など
を通して、三鷹にふさわしい教員を養成・育成し、
子どもたちの学びをより一層豊かにしていきます。

多様な利用者の生涯学習活動を支え
る地域の情報拠点として、図書館機能の
充実と改善を図ります。

改訂した小・中一貫9年間のカリキュラム
を活用し、連続性と系統性のある学習を保
障し、子どもたちの義務教育9年間の学びと
15歳の姿に責任をもった教育を実現します。

生涯学習社会の構築に向けて、市長部
局との連携により、生涯学習を支援する
環境の整備と施策の充実を図り、市民
の「学びと活動の循環」を推進します。

1 地域とともに、
協働する教育を
進めます

5 地域をつなぐ
拠点となる学校を
つくります

4 安全で快適な、
充実した教育環境を
整えます

2 小・中一貫した
質の高い学校教育を
推進します

6 市長部局との連携により、
生涯学習の総合的な
推進を図ります

3 学校の経営力と教員の
力量を高め、特色ある学園・
学校づくりを進めます

7 地域の情報拠点
としての図書館活動を
推進します

基礎的な素養を身に付け、自立した一人の人間として
考え判断し、豊かに力強く生きていくための総合的な力

社会とのかかわりをもち、社会の一員としての役割を
果たしつつ、適切な人間関係を結び、生きていく力

● 自分を愛し、他人を愛し、三鷹を愛する人
● 確かな学力と健康でたくましい心身を備え、自ら学び続ける人
●  規範意識を備え、社会の一員として自ら責任ある行動がとれる人
● 自分の考えをもち、他者と豊かなコミュニケーションがとれる人
● 国際的な視野とチャレンジする心をもち、積極的に社会や地域に貢献できる人

目指す子ども像●「人間力」

●「社会力」

三
鷹
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

基
盤
と
し
た「
小
・
中
一
貫
教
育
」を
推
進
し
て
今

年
で
14
年
と
な
り
、
今
年
度
、
７
学
園
全
て
が
開

園
10
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
１
年
生
か

ら
９
年
生
ま
で
、
学
園
生
と
し
て
９
年
間
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
に
小
・
中
一
貫
教
育
が
実
践
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成
長
を
図
る
様
々
な

取
り
組
み
が
充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

学
園
内
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
間
の
繋
が
り
が
生

ま
れ
、
学
園
内
の
先
生
方
同
士
の
連
携
も
強
く

な
っ
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

小
・
中
学
校
の
先
生
方
が
９
年
間
の
流
れ
を
一
緒

に
考
え
、
児
童
・
生
徒
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
学

園
の
日
常
の
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

の
減
少
に
つ
な
が
り
、
地
元
中
学
校
へ
の
進
学
率

の
上
昇
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

私
も
そ
う
で
し
た
が
、
三
鷹
市
に
は
他
の
地
区

か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
保
護
者
の
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
へ
の
参
画
は
、
我
が
子
の
学

校
生
活
を
知
る
場
と
し
て
、
ま
た
保
護
者
同
士
が

交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
を
知
る
場
と
し
て
大
切
な
情
報
の
場
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

学
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、
保
護
者
、
地
域
が
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が
っ
て
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ど
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た
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を
育
て
、
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の
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ど
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た
ち
が
将
来
地
域
に
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っ
て
繋
げ
て
い
く
。
地
域
コ
ミ
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ニ
テ
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が
ス

ク
ー
ル
・
コ
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テ
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と
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り
、
三
鷹
の
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ど
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た
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の
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全
で
安
心
し
て
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べ
る
場
と
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て
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ほ
し
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と
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て
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ま
す
。

今
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も
教
育
委
員
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
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い
い
た
し
ま
す
。
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鷹
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会
で
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、
毎
月
、
定
例
会
を
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催

し
、
基
本
方
針
の
決
定
や
規
則
の
制
定
改
廃
な

ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
訪
問
を
実
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し
、
学
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経
営
・

授
業
な
ど
に
対
し
指
導
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、

学
校
保
護
者
と
の
懇
談
会
や
都
内
教
育
委
員
会

相
互
の
連
絡
会
に
出
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す
る
な
ど
、
学
校
の
状

況
や
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
会
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の
開
催
予
定
や
会
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録
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、
市
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ム
ペ
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ジ
に
掲
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。
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〜
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成
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と
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学
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鷹
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の
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鷹
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連
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30
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度
一
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計
補
正
予
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書

●
連
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学
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・
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三
鷹
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・
お
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わ
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園

開
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10
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式
典
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●
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台
小
学
校
）
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第
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回
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合
教
育
会
議

1
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成
31
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度
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書
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三
鷹
市
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立
学
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運
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に
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規
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●
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）

●
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会
と
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の
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会
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会
・
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・
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●
市
町
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教
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研
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協
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会

2
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○
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針
の
承
認

○
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鷹
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区
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○
三
鷹
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の
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○
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の
案
件
、●
は
会
議
以
外
の
活
動
）
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地域の情報拠点
としての図書館活動を
推進します

基礎的な素養を身に付け、自立した一人の人間として
考え判断し、豊かに力強く生きていくための総合的な力

社会とのかかわりをもち、社会の一員としての役割を
果たしつつ、適切な人間関係を結び、生きていく力

● 自分を愛し、他人を愛し、三鷹を愛する人
● 確かな学力と健康でたくましい心身を備え、自ら学び続ける人
●  規範意識を備え、社会の一員として自ら責任ある行動がとれる人
● 自分の考えをもち、他者と豊かなコミュニケーションがとれる人
● 国際的な視野とチャレンジする心をもち、積極的に社会や地域に貢献できる人

目指す子ども像●「人間力」

●「社会力」

三
鷹
市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

基
盤
と
し
た「
小
・
中
一
貫
教
育
」を
推
進
し
て
今

年
で
14
年
と
な
り
、
今
年
度
、
７
学
園
全
て
が
開

園
10
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
１
年
生
か

ら
９
年
生
ま
で
、
学
園
生
と
し
て
９
年
間
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
中
心
に
小
・
中
一
貫
教
育
が
実
践
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成
長
を
図
る
様
々
な

取
り
組
み
が
充
実
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

学
園
内
に
お
い
て
児
童
・
生
徒
間
の
繋
が
り
が
生

ま
れ
、
学
園
内
の
先
生
方
同
士
の
連
携
も
強
く

な
っ
た
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

小
・
中
学
校
の
先
生
方
が
９
年
間
の
流
れ
を
一
緒

に
考
え
、
児
童
・
生
徒
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
学

園
の
日
常
の
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

の
減
少
に
つ
な
が
り
、
地
元
中
学
校
へ
の
進
学
率

の
上
昇
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

私
も
そ
う
で
し
た
が
、
三
鷹
市
に
は
他
の
地
区

か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
保
護
者
の
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
へ
の
参
画
は
、
我
が
子
の
学

校
生
活
を
知
る
場
と
し
て
、
ま
た
保
護
者
同
士
が

交
流
で
き
る
場
と
し
て
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地

域
を
知
る
場
と
し
て
大
切
な
情
報
の
場
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
繋
が
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
育
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
地
域
に

戻
っ
て
繋
げ
て
い
く
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ス

ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
り
、
三
鷹
の
子
ど

も
た
ち
の
安
全
で
安
心
し
て
学
べ
る
場
と
し
て
発

展
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
教
育
委
員
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
鷹
の
教
育
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・ス
ク
ー
ル教育委員会　委員

畑
は た

谷
や

　貴
き

美
み

子
こ

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
、
定
例
会
を
開
催

し
、
基
本
方
針
の
決
定
や
規
則
の
制
定
改
廃
な

ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
訪
問
を
実
施
し
、
学
校
経
営
・

授
業
な
ど
に
対
し
指
導
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、

学
校
保
護
者
と
の
懇
談
会
や
都
内
教
育
委
員
会

相
互
の
連
絡
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
学
校
の
状

況
や
教
育
行
政
を
め
ぐ
る
諸
課
題
の
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
会
議
の
開
催
予
定
や
会
議
録

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
主
な
活
動

平
成
30
年
9
月
〜
平
成
31
年
3
月
の

主
な
審
議
案
件
と
活
動

9
月 

●
学
校
訪
問（
第
五
小
学
校
・
第
四
中
学
校
）

10
月 

○
三
鷹
市
大
沢
の
里
水
車
経
営
農
家
条
例
施
行

規
則
の
廃
止

○
三
鷹
市
い
じ
め
問
題
対
策
協
議
会
委
員
の
委
嘱

●
学
校
訪
問（
第
五
中
学
校
・
第
七
中
学
校
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
管
外
視

察
研
修
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
第
4
ブ

ロ
ッ
ク
研
修
会

11
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書

●
連
雀
学
園
・
東
三
鷹
学
園
・
お
お
さ
わ
学
園

開
園
10
周
年
記
念
式
典

12
月 

●
学
校
訪
問（
東
台
小
学
校
）

●
第
2
回
総
合
教
育
会
議

1
月 

○
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
見
積
書

○
三
鷹
市
公
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関
す
る
規

則
の
一
部
改
正

●
学
校
訪
問（
第
一
小
学
校
）

●
教
育
委
員
会
と
市
立
小
・
中
学
校
の
保
護
者

代
表
と
の
教
育
に
関
す
る
懇
談
会

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
常
任
理

事
会
・
理
事
会
・
理
事
研
修
会

●
市
町
村
教
育
委
員
研
究
協
議
会

2
月 

○
平
成
31
年
度
基
本
方
針
の
承
認

○
三
鷹
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正

○
三
鷹
市
立
小
・
中
学
校
卒
業
式
及
び
入
学
式

に
使
用
す
る
告
辞
文（
協
議
）

○
校
長
人
事
の
内
申

○
副
校
長
人
事
の
内
申

○
学
園
長
及
び
副
学
園
長
の
指
名（
協
議
）

●
東
京
都
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
研
修
会

3
月 

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
見
積
書
に

係
る
臨
時
代
理
の
承
認

○
三
鷹
市
校
内
通
級
教
室
実
施
方
策
の
改
定

（
協
議
）

（
○
は
会
議
の
案
件
、●
は
会
議
以
外
の
活
動
）
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みたかの教育　2019.4.21 2

5月7日（火）から

4月26日（金）まで

人見街道

教育センター
暫定施設

教育センター

三鷹
郵便局

三鷹郵便局前
JA東京むさし
三鷹支店前

三鷹市役所

コミュニティ・スクールを基盤とした�
小・中一貫教育の充実と発展《拡充》

1千317万1千円
学校支援ボランティアと学校との連携・調整の中
心的な役割を担うコミュニティ・スクール推進員の
配置を5学園に拡充し、学校支援活動などのさらなる
充実と事務局機能の強化を図ります。
開園10周年を迎える三鷹中央学園・三鷹の森学
園・鷹南学園の3学園合同の記念事業を実施します。
また、各学園の主体的で特色ある取り組みをより
一層推進するため、学園の企画提案に基づき、学園
の活動を紹介するDVDや学園・地域行事カレンダー
を作成します。

ライフ・ワーク・バランスと教育の質の向上を�
目指す学校における働き方改革の推進《拡充》

5千757万8千円
「三鷹市立学校における働き方改革プラン」に基づ
き、全市立小・中学校にスクール・サポート・スタッ
フを配置するとともに、教職員の意識改革、部活動
の適正化などに取り組むことにより、ライフ・ワー
ク・バランスを推進し、学校教育のさらなる質の向上
を図ります（3面参照）。

みたか地域未来塾事業の全市展開《拡充》
430万4千円

大学生や地域のボランティアの協力による放課後
学習など、学校・家庭・地域が協働で教育支援に取り
組む仕組みづくりを進めながら、小・中学生の学習習
慣の定着と基礎学力の向上を図ります。東京都の補
助金を活用しながら、全市立小・中学校に拡充して実
施します（3面参照）。

学校給食の充実と効率的な運営の推進および�
市内産野菜の活用《拡充》� 4億9千47万円
安全でおいしい学校給食の充実と効率的な運営を
推進するため、新たに第四中学校で自校方式による
学校給食調理業務の民間委託を開始します。また、
令和2（2020）年度から新たに委託を開始する予定
の第三小学校と、委託開始から5年目の更新時期を
迎える第一小学校、中原小学校について、平成31年
度中に事業者の選定を行います。
市内産野菜のさらなる活用に向けては、東京むさ
し農業協同組合三鷹支店と市、教育委員会が連携し
ながら取り組みを進
めます。「三鷹産野菜
の日」について、都市
農業振興の観点から
農林費に予算を計上
し、公費負担により
実施するなど、さら
なる拡充に取り組ん
でいきます。

教育支援の充実《拡充》� 6千86万8千円
小学校における校内通級教室の全市展開により、通級
相談、就学・転学相談などの件数が増加していることか
ら、就学相談員および教育相談員を拡充し、児童・生徒
や保護者へのより的確な支援を行い、関係機関と連携し
たスクールソーシャルワークを一層推進していきます。

校内通級教室の指導体制の充実《拡充》
1千797万9千円

小学校の校内通級教室への通級児童数が増加して
いることから、新たに第五小学校を拠点校として整
備します。また、「三鷹市校内通級教室実施方策」を
改定し、令和2（2020）年4月からの全市立中学校に
おける校内通級教室の指導開始に向けて、環境整備
などの準備を進めます。

適応支援教室（仮称）の設置《新規》
297万5千円

長期欠席傾向や不登校傾向の児童・生徒の個に応
じた支援を適切に行うため、学習指導や児童・生徒、
保護者への相談などの機能を担う「適応支援教室（仮
称）」を設置します。令和2（2020）年4月の開設に
向けて、「三鷹市適応支援教室実施方針（仮称）」を策
定するとともに、拠点となる第一中学校と教育セン
ターの改修などの準備を進めます。

ICTを活用した教育内容の充実と学校図書館�
システムの更新《拡充》� 3千784万2千円
第一小学校に加え、新たに井口小学校をICT活用推
進モデル校として、教室への短焦点プロジェクタ22
台の整備と、児童用タブレット端末40台の増配備を
実施し、効果的なICT活用の研究と成果の共有を行う
ことにより、子どもたちが
主体的に学ぶ力を育成する
とともに、互いに学び合う
機会の増加を図ります。
学校図書館システムにつ
いて、令和2（2020）年4
月の稼働に向けて、機能の
充実と経費の抑制を図りな
がら更新を行います。

プログラミング教育推進校事業の実施� 35万円
新学習指導要領に基づくプログラミング的思考を
育むことを目的とし、論理的な思考を身に付ける授
業や体験的なプログラミング授業などの実践研究を
行います。第一小学校において、2年計画の最終年次
の取り組みとして、東京都の「プログラミング教育推
進校事業委託金」を活用し実施します。

オリンピック・パラリンピック�
教育推進校事業の実施� 460万円
市長部局と連携をとりながら、全市立小・中学校に
おいて、オリンピアンやパラリンピアンを招聘して

講演や実技指導を行うなど多様な教育プログラムを
実施します。東京都の「オリンピック・パラリンピッ
ク教育推進校事業委託金」を活用します。

小学校における�
「公共施設木製備品導入プロジェクト」の推進

1千145万8千円
平成31年度に新設される森林環境譲与税を活用し、

「公共施設木製備品導入プロジェクト」として、普通
教室への木製ロッカーの導入を推進します。平成31
年度は第二小学校の10教室に、収納スペースを拡大
した木製ロッカーを導入します。

学校施設長寿命化計画（仮称）の策定と�
長寿命化改修工事の実施

4億8千949万4千円
平成30年度に引き続き、第二小学校と第一中学校
の長寿命化改修工事（Ⅱ期）を行います（3面参照）。
また、平成30年度に実施した老朽化対策調査の結果
を踏まえ、「学校施設長寿命化計画（仮称）」を策定し、
安全で快適な教育環境の確保を図ります。

学校空調設備の整備� 1億6千6万3千円
第三中学校の改修工事（Ⅰ期）を実施するとともに、
高山小学校について、令和2（2020）年度の改修に向
けた設計を行います。また、学校体育館の空調設備
について、東京都の補助制度を活用し、第三小学校
体育館にリース方式によるスポット型空調設備機器
を設置します（3面参照）。

平成30年度3月補正予算対応�
学校トイレ改修工事の実施

2億7千50万3千円
事業の財源として国庫補助金を確実に確保するた
め、平成30年度補正予算で事業費を計上し、平成
31年度に中原小学校など5校のトイレ改修工事を実
施します（3面参照）。

図書館の適切な維持・補修および滞在・�
交流型施設へのリニューアル

4千547万8千円
西部図書館について、令和2（2020）年度に老朽化
した空調設備などの改修工事を行うため、設計業務
に取り組むとともに、滞在・交流型図書館としてのあ
り方を検討します。また、三鷹図書館（本館）の老朽
化したエレベーターの改修工事を行います。

図書館システムの更新《拡充》
2千153万1千円

令和2（2020）年度にリース期間が満了する図書
館システムの更新を行います。パッケージシステム
を利用し、経費を抑制しながら、インターネットか
らの資料検索機能の強化など、利用者サービスとセ
キュリティのさらなる向上を図ります。

平成31年度の主要な施策と予算
平成31年度の市の一般会計の予算額は689億7千580万2千円で、教育

費は78億3千707万4千円（一般会計に占める割合は11.4%）です。
教育委員会は事業計画に基づき、次のような施策に取り組んでいきます。
⇨総務課☎内線3213

変更前 変更後
日本無線跡地共同住宅（下連雀五丁目1番1号） 高山小・第三中 第一小・第六中

西側隣接地域（下連雀五丁目7〜9番） 高山小・第三中 第六小・第一中

令和2（2020）年4月から
下連雀五丁目の通学区域を一部変更します

下連雀五丁目（日本無線株式会社跡地）に大規模共同住宅の建設が進んでいます。令和2
（2020）年度以降にこの地区の児童・生徒数の増加が見込まれることから、教育委員会では「三鷹
市立学校の通学区域に関する規則」の改正を行い、令和2（2020）年4月から同地区の通学区域を、
高山小学校・第三中学校から児童・生徒数が減少している第一小学校・第六中学校へ変更します。
また、同地区の西側隣接地域の通学区域を、高山小学校・第三中学校から第六小学校・第一中学
校へ変更します。
通学路の変更に伴い、新たな通学路の指定が必要になることから、市長部局および道路管理者

や警察などの関係機関と連携し、児童・生徒の安全確保に向けた環境整備を進めています。平成
30年度には第一小学校前の人見街道の改修工事を実施しました。
なお、関係する学校の保護者や地域の方を対象に実施した説明会の資料については、市ホーム
ページに掲載しています。� ⇨学務課☎内線3232

教育委員会事務局の執務室は、教育センターの耐震補強等工事
に伴い、教育センター暫定施設（新川六丁目35番28号、旧総合保
健センター）に一時移転中ですが、工事の完了により、5月7日㈫
から教育センターでの業務を再開します。�⇨総務課☎内線3223

◇所在地 下連雀九丁目11番7号

短焦点プロジェクタを活用
した授業

「三鷹産野菜の日」のカレーライス

教育センターでの業務再開のお知らせ

三鷹市教育センター ◇教育センター内の執務室
　1階　総務課・学務課・指導課
　2階　総合教育相談室
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「みたか地域未来塾」の学習支援員（ボランティア）を随時募集しています。コミュニティ・スクールを推進
する三鷹の小・中学校で、学校・家庭・地域の協働による教育支援活動に参加してみませんか。
◆謝礼：交通費相当の支給あり
◆活動日：週1日程度（学校と調整のうえ決定）
大学生、保護者、地域の方、いずれも特別な資格を問いません。詳しくは市ホームページまたは指導課まで。
⇨指導課☎内線3242

「みたか地域未来塾」は、児童・生徒の学習習慣の定
着と基礎学力の向上を目的とした放課後学習の場です。
子どもたちが、学校の放課後の教室で、大学生や地域の
ボランティアの学習支援員のアドバイスを受けながら、
宿題やテスト勉強などに取り組むことができます。
市では、平成28年度から、この放課後学習活動の実
施校を拡大してきましたが、平成31年度から全市立小・
中学校で実施します。
⇨指導課☎内線3242

教
育
委
員
会
で
は
、平
成
30
年
3
月
に「
三

鷹
市
立
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
と
教
育
の
質
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指

す
働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

市
立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、週
当
た
り
の

在
校
時
間
が
60
時
間
を
超
え
る
教
員
が
少
な

く
な
い
の
が
現
状
で
す
。
平
成
31
年
度
に
お

い
て
も
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充
や
I
C
T

を
活
用
し
た
在
校
時
間
の
把
握
を
は
じ
め
と

し
た
取
り
組
み
を
行
い
、
教
員
が
児
童
・
生

徒
の
教
育
に
よ
り
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る

職
場
環
境
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充

学
習
プ
リ
ン
ト
の
印
刷
や
配
布
準
備
、
授

業
準
備
の
補
助
な
ど
を
行
う「
ス
ク
ー
ル
・
サ

ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
」を
全
市
立
小
・
中
学
校

に
配
置
し
ま
す
。

ま
た
、
教
員
に
代
わ
り
学
校
外
活
動
の
引

率
を
含
め
て
部
活
動
の
指
導
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
部
活
動
指
導
員
を
、
平
成
31
年
度
か

ら
各
中
学
校
2
名
に
増
員
し
ま
す
。

I
C
T
を
活
用
し
た

在
校
時
間
の
把
握

従
来
の
出
勤
簿（
紙
に
よ
る
管
理
）に
代
わ

り
、
教
員
の
出
退
勤
の
状
況
を
シ
ス
テ
ム
で

記
録
す
る
機
能
を
導
入
し
、
在
校
時
間
の
見

え
る
化
に
よ
り
教
員
の
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
夏
季
休
業
期
間
中
の
学
校
閉

庁
日
の
拡
充
や
休
暇
取
得
の
促
進
、
留
守
番

電
話
の
活
用
、
退
校
目
標
時
間
の
設
定
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
教
員
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
と
協

議
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⇨
指
導
課
☎
内
線
3
2
4
1

大学生や地域のボランティアの
協力による放課後学習

具体的に、どのような
支援をしていますか? 活動に参加して、いかがでしたか?

みたか
地域未来塾に
参加して

「みたか地域未来塾」を
全市立小・中学校で実施します

学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

安
全
で
快
適
な
学
校
環
境
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す

※「みたか地域未来塾」の実施日程や参加条件などについては、
各校で配布している案内などでご確認ください。なお、「みたか
地域未来塾」を独自の名称で実施している学校もあります。

学校は、児童・生徒が1日の活動時間の大半を過ごす学習の場であるとともに、
災害時に地域の防災拠点としての役割を果たす重要な施設です。安全で快適な学
校環境の整備に向けて、平成31年度も夏季休業期間を中心に工事の実施を予定し
ています。工事期間中は、児童・生徒や保護者、近隣の皆様にはご不便をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。� ⇨総務課☎内線3251

市立小・中学校では、平成31年度から、2学期を8月25日
から開始します（※）。
新しい学習指導要領による指導が始まり、特に小学校にお

いては、英語の教科化などにより総授業時間数が増加します。
小学校4・5・6年生については、これまでの980時間（週28
コマ）から、今年度は1015時間（週29コマ）となります。
昨年度は、授業時数を確保するために、土曜授業を増やし

たり、7校時目を設定したり、各学校において工夫をしてきま
したが、児童・生徒の心身への負担が大きいなどの課題があ
りました。このため、教育委員会では学校と協議を重ね、児
童・生徒の負担を可能な限り増やさず授業時数を確保するた
めに、全市立小・中学校で夏季休業日の5日間を授業日とす
ることにしました。
市立小・中学校では、特別教室を含めた全教室に空調設備

を設置しており、快適な環境の中で授業を行えるよう十分配
慮します。また、学校給食については2学期開始時から実施
可能とします。
夏季休業日の5日間を授業日とすることにより、教育活動

にゆとりができ、インフルエンザによる学級閉鎖などがあっ
ても授業時数を確保しやすくなります。また、コミュニティ・
スクールを推進するうえで、土・日曜日の地域の行事に子ども
たちが参加しやすくなることは、大変重要です。保護者や市
民の皆様のご理解とご協力をお願いします。
※�平成31年度については、8月25日が日曜日にあたることから、26
日（月）が2学期の始業日になります。
⇨指導課☎内線3246

市立小・中学校の2学期を
8月25日から開始します

子どもたちから

学習支援員から

保護者から 教員から

長寿命化改修工事
学校施設の長寿命化および防災機能の強化を図る

ため、第二小学校と第一中学校で昨年度に引き続き
Ⅱ期工事として、屋上防水、外壁塗装、窓改修、照明
改修、非構造部材の耐震化などの工事を実施します。

学校トイレの洋式化などの推進
児童・生徒にとっての快適さ、災害時の避難所とし

ての機能を向上させるため、学校トイレの洋式化をは
じめ、床のドライ化、バリアフリー化を推進します。
中原小学校、井口小学校、第七中学校の校舎のト
イレの工事のほか、第四小学校、第六小学校、井口
小学校の体育館についても、多目的トイレの新設を
含めた改修工事を実施する予定です。

空調設備の整備
市立小・中学校の普通教室および特別教室の空調設備については、平成29年度
に整備率100％を達成しました。今後は老朽化した設備を計画的に更新していく
ため、平成31年度は第三中学校の改修工事（Ⅰ期）を実施します。
また、夏季の熱中症対策や避難所としての機能強化のため、学校体育館への空調
設備の整備に取り組みます。平成31年度は、第三小学校体育館にスポット型空調設
備機器を設置し、今後の学校体育館への空調設備の整備について検討していきます。

洋式化工事を行った学校トイレ

外壁改修を行った第ニ小学校

あなたも学習支援活動に参加してみませんか？

「みたか地域未来塾」での放課後学習の様子について、これまでに参加した子どもたちや学習支援員の声を
ご紹介します。

以前と比べて、勉強に
意欲的に取り組むよう
になったと思います。

学習のアドバイスやドリルの丸付
けなどのお手伝いをしています。

子どもたちへのアドバイスのほか、
子どもたちの出席確認、教室の準
備や打ち合わせなどもしています。

子どもたちをほめたり励ましたりしながら
一緒に勉強に関わることで、子どもたちの
成長を見守ることができ、とてもやりがい
を感じています。（地域のボランティア）

教員を目指しているので、この活動は自分に
とっても貴重な勉強の機会です。（大学生）

勉強が楽しくなりました。 ボランティアの方が丁寧に教
えてくれたおかげで、苦手な
ところがよくわかりました。

地域の方々が子どもたちの勉強を
見てくれることが魅力です。この
活動を通して、学校をより地域に
密着したものにしていきたいです。
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◆トレッキングツアー
　（６月・10月）
　大自然の中を爽やかトレッキング。
山頂では大パノラマが広がります。

◆自然体験ツアー（７月）
　川釣りやキャンプなど、ご家族で楽
しめるアウトドア体験。

◆きのこ狩りツアー（９月）
　秋の味覚・きのこ狩り。珍しいき
のこが見つかるかも？

◆星空観望ツアー（11月）
　高原の夜空に輝く満天の星。講師
による星空解説も好評です。

加藤　結音さん（一小・６年）
「�全国JOCジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技
大会�200mメドレーリレー�第１位」
楊　念宸さん（二小・６年）
「�文部科学大臣杯少年少女囲碁大会�全国大会�小
学生の部�第４位」
佐藤　愛奈さん（四小・４年）
「�全国英語歌唱コンクール�関東エリアJunior部門�
第３位」

平成30年度に課外活動において、全国、関東、
都大会で他の児童・生徒の模範となる成績をおさ
めた市立小・中学校のみなさんを表彰する教育委
員会表彰式が、３月11日、多くの保護者、校長、
教員などの参加のもと、教育センター暫定施設で
行われました。近年は、学校の部活動やクラブ活
動だけでなく、地域での活動に積極的に参加し、
様々な大会やコンクールなどにチャレンジする児
童・生徒が増えています。今回の表彰では、水泳、
陸上、サッカー、柔道などのスポーツ、合唱や楽
器演奏、読書感想文や囲碁など、幅広い分野での
活躍がみられました。
⇨総務課☎内線3214

教 委 会 彰育 員 表 おめでとうございます

東
部
図
書
館（
昭
和
55
年
開
館
）は
、
学
習
席
の
新
設

や
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変
更
に
加
え
、空
調
設
備
や
ト
イ
レ
の

改
修
を
行
い
、だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
図
書
館
と
し
て

３
月
21
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

前
庭
に
は
、藤
棚
に
合
わ
せ
て
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
と
人
工

芝
を
整
備
し
、
飲
食
や
談
話
も
で
き
る
新
た
な
来
館
者

の
交
流
の
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
が
大
活
躍

工
事
に
よ
る
休
館
中
、
東
部
図
書
館
の
本
は
全
て
図

書
館
外
の
施
設
で
保
管
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
数
約
5

万
冊
。
こ
れ
ら
の
本
を
図

書
館
の
書
架
に
戻
す
作
業

に
ご
協
力
い
た
だ
く
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、募

集
人
数
を
上
回
る
応
募
が

あ
り
、多
く
の
お
力
を
借
り

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、市
民
の
み
な
さ
ん
の
手

に
よ
っ
て
、ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

横
の
花
壇
に
は
き
れ
い
な
花

が
た
く
さ
ん
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

て
３
月
23
日
に
行
わ

れ
た「
東
部
図
書
館

フ
ェ
ス
タ
」
で
も
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な

さ
ん
が
、
会
場
設
営

か
ら
来
館
者
受
け
付

け
、
リ
サ
イ
ク
ル
市

の
会
場
運
営
ま
で
幅

広
く
活
躍
し
、「
活

気
あ
る
図
書
館
が

オ
ー
プ
ン
し
て
う
れ

し
い
」と
い
う
来
館
者
の
声
も
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た
東
部
図
書
館
は
、
地
域
に
根
付
く

図
書
館
と
し
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、

魅
力
あ
る
図
書
館
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
東
部
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⇨
東
部
図
書
館
☎
49
-3
8
5
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三鷹市川上郷自然の村では、三鷹市役所発着のバスツアー（１泊２日）を
開催しています。八ヶ岳山麓の豊かな大自然の中で、川上郷の四季折々の
魅力を満喫できる大変便利でお得なツアーです。三鷹市在住・在勤・在学以
外の方もお申し込みいただけますので、ご家族・ご友人と一緒にぜひご参加
ください。� ⇨総務課☎内線3213

 

滞
在
し
交
流
で
き
る
地
域
の
図
書
館

東
部
図
書
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

三鷹市川上郷自然の村
平成
31年度バスツアー情報

三鷹市川上郷自然の村は、市立小・中学校の自然教室で使用しない日は、保養
施設として広く一般の方にご利用いただいています。グラウンド・体育館・多目
的ホール・学習室などを完備しており、個人でのご利用のほか、スポーツ団体
の合宿や企業研修などにも最適です。ぜひご利用ください。（宿泊料金は大人
3,700円（1泊2食付）から）

新緑の山々を散策しながら、ワラ
ビやコシアブラといった旬の山菜採
りを楽しむツアーです。５月10日
㈮まで（4月28日㈰から5月6日㈪
を除く）にＪＷＴジャパンウインズ
ツアー㈱（0267-66-1268）へ電話
でお申し込みください。

山菜採りツアー 
５月18日㈯～19日㈰　

◆温泉巡りツアー（12月）
　川上郷周辺の温泉を巡って、心も
体もリフレッシュ。

◆スキー・スノーボードツアー
　（１月・２月）
　「シャトレーゼスキーリゾート
八ヶ岳」でウィンタースポーツを
満喫！

※開催日の約1か月前頃に、広報みた
かや市ホームページに募集案内を掲
載します。

※ツアーの名称や内容、開催時期は変
更になる場合があります。

今後のバスツアー開催予定

山菜採りツアーの様子 上／藤棚とウッドデッキ
下／広くなった閲覧コーナー

本を書架に戻すサポーター東部図書館フェスタのリサイクル市

三鷹市川上郷自然の村
〒384-1406 長野県南佐久郡川上村大字原591番地362 
☎0267-97-3206 0267-97-3207　

http://www.sizennomura.jp/

宿泊の
問合せ

平成30年度

沖末　保匠さん（六小・６年）
「�全日本U-12サッカー選手権大会�東京都中央大
会�第２位」
早坂　朋弥さん（六小・６年）
「�東日本都道県小学生陸上競技交流大会・北海道
函館大会�80mハードル�第１位」
小林　仁さん（七小・３年）
「�東京都少年少女学年別柔道選手権大会�少年軽量
の部�優勝」
柏原　壮吾さん（南浦小・５年）
「�青少年読書感想文全国コンクール�東京都コン
クール�特選」

【表彰されたみなさん】

※（　）内の学年などは表彰当時

森次　結哉さん（二中・３年）
「関東ユース（Ｕ-15）サッカーリーグ�第２位」
西田　翔さん（五中・２年）
「�日本クラシック音楽コンクール全国大会�チェロ
部門�第２位」
磯野　美優さん（五中・３年）
「�全国中学校水泳競技大会�女子400m個人メド
レー�第８位」
ICC井口小学校合唱サークル（井口小・３～６年）
「TBSこども音楽コンクール�地区大会�最優秀賞」

参加者
  募集中です！
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